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シンポジウム会場・北京金台飯店前にて

中国第一歴史櫓案館前にて
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た
る
ま
で
、

沖
縄
県
と
中
国
と
は
、

ま
す
。

本
日
の

尊
敬
す
る
中
国
第

一
歴
史
櫓
案
館
館
長

尊
敬
す
る
ご
来
場
の
皆
様

胡
旺
林
先
生

一
八
七
九
年
の
廃
藩
置
県
に
い

沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

楊
継
波
先
生

「
第
十
回
琉
球

・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
に
あ
た
り
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
尽

力
し
、
私
た
ち
一
行
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
中
国
国
家
橿
案
局
、
中
国
第

一
歴
史
櫓
案
館
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し

一
三
七
二
年
に
琉
球
国
中
山
王
が
明
に
進
貢
を
始
め
て
か
ら
、

五
0
0
年
余
に
わ
た
る
長
い
友
好
交
流
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
琉
球
は
中
国
と
の
冊
封
・
進
貢
関
係
を
と
お

尊
敬
す
る
中
国
国
家
橿
案
局
副
局
長
・
中
央
橿
案
館
副
館
長

第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

大

城

浩
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し
て
、
中
国
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

こ
の
間
に
琉
球
と
中
国
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
往
復
文
書
を
編
纂
し
た
『
歴
代
宝
案
』
は
、
沖
縄
県
の
対
外
関
係
史
を
解

明
す
る
上
で
、
第

一
級
の
同
時
代
史
料
で
あ
り
、
ま
た
当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
の
動
向
を
も
知
り
う
る
貴
重
な
資
料
で
あ

り
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
『
歴
代
宝
案
』
の
原
本
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
沖
縄
県
は
一
九
八
九
年
よ
り
、
残
っ

た
一
部
の
影
印
本
、

中
国
第
一
歴
史
橿
案
館
の
多
大
な
る
協
力
を
得
て
、
さ
ら
に
大
き
く
進
展
し
現
在
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
中
国
第

一
歴
史
櫓
案
館
と
の
学
術
交
流
は
、

し
て
以
降
、

ま
た
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

写
本
等
を
も
と
に
、
『
歴
代
宝
案
』
の
編
集
出
版
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
編
集
出
版
事
業
は
、

四
回
の
覚
書
、
協
議
書
の
締
結
を
へ
て
、
今
年
、

ニ
―
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
ニ
―
年
間
に
私
た
ち
は

琉
球
関
係
橿
案
史
料
の
発
掘
、
研
究
者
の
交
流
、

史
関
係
の
研
究
を
促
進
さ
せ
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
史
料
集
の
編
集
出
版
を
と
お
し
て
、
中
琉
歴

双
方
の
理
解
と
友
好
を
深
め
、
実
り
あ
る
成
果
を
お
さ
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
沖
縄
県
教

育
委
員
会
が
編
集
刊
行
し
て
い
る
『
歴
代
宝
案
』
校
訂
本
・
訳
注
本
、
中
国
第
一
歴
史
櫓
案
館
が
編
集
刊
行
し
た
『
清

代
中
琉
関
係
橿
案
選
編
』
等
七
冊
及
び
『
清
代
琉
球
国
王
表
奏
文
書
選
録
』
、

そ
し
て
二

0
0
五
年
か
ら
新
た
に
編
集
出

版
し
て
い
る
『
中
琉
歴
史
関
係
櫓
案
』
の
史
料
集
は
、
琉
球
・
日
本
・
中
国
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
交
流
史
研
究
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
、
歴
史
的
理
解
を
深
め
て
い
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
国
側
か
ら
は
中
国
第

一
歴
史
楡
案
館
の
張
小
鋭
女
史
と
王
徴
氏
、
福
建
師
範

大
学
教
授
の
謝
必
震
氏
と
謝
沈
女
史
、
沖
縄
側
か
ら
は
琉
球
大
学
名
誉
教
授
の
上
里
賢

一
氏
、
琉
球
大
学
教
授
の
赤
嶺
守

一
九
九

一
年一＿
一月
十
八
日
に
覚
書
を
交
わ

(6) 



氏
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
交
流
事
業
の
成
果
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
史
料
集
の
編
集
出
版
の
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
の
学
術
交
流
の
展
望
、
中
琉
歴
史
関
係
史
の
発
展
を
示
唆
す
る
第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
有
意
義
な
討

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ご
準
備
さ
れ
た
中
国
第

一
歴
史
櫓
案
館
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

た
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
と
ご
来
席
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
い

平
成
二
十
四
年
（
二
0
―
二
）
十
月
二
十
九
日

論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

(7) 


